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図８ 富附特支における教職大学院生の OJTの展開 
第１章
― 11 ―
 
 
ットが富附特支だけに留まらず，引いては県全体の学校の抱える今日的課題への取組にも波及
する性質のものであることを説明しながら，人事交流の拡大に努めてきました。現在は，関係
機関の理解と高配のおかげで，インクルーシブ教育発展に資する義務籍特別支援学級への輩出
を継続しています。また，富山大学採用の大学講師および他の国立大学採用による附属学校管
理職への異動，逆に富山県の教育研究機関からの研究主事の異動など県立学校以外にも交流が
活発化してきています。さらに本校の管理職に対しても，県教委の厚意により，県立学校異動
時の格付け押し上げに関する申し合わせを行うこともできました。 
附属学校のパイロットスクールとしての使命を失念することなく，教職大学院連携校として
教師の学び直しも合わせて次代を担うスクールリーダーを育成する役目を担うためには，並行
して本校自身が抱えている諸課題を解消していかなければならないという三つ巴の輻輳的で困
難な状況に置かれながらも，真剣に向き合い，ときに対峙しても尚協働してくれている本校教
師が，このように評価され，その活躍の場も広がってきていることが，本校の社会適応を表す
一つの証であると思っています。 
本校の取組は，学校改革３か年ロードマップの３年目に入ります。未だに課題は山積しては
いますが，残りの任期においても，共に学びながら富附特支らしい組織開発の行動特性を主体
的に宿していきたいと考えています。願わくは，社会還元に資することのできる学びあい高め
合う教員育成コミュニティ開発のスタイル（たたき台）を創ることができればと期待していま
す。 
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